
吸気性喘鳴の鑑別について 



発熱の有無により大まかに鑑別しますが経過観察において常に 
他の疾患を頭に入れておかなくてはなりません。 



もっとも鑑別が必要なのは急性喉頭蓋炎です。 



クループと診断した場合はその重症度を決めなくてはなりませんが 
刻々と変化する事も念頭に置く必要が有ります。 





レントゲンが鑑別に有効 
（鮮明な映像はかなり難しいです）。 
Thumbサインが有名ですが 
最近では喉頭蓋谷の所見を重視 
しているようです。 
下記に掲載します。 

















クループと思っていたら 
別の疾患との報告がありました。 
声門下血管腫でした。 
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